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ら
だ
を
動
か
し
・
頭
で
考
え
・
心
に　

　
　
　
感
ず
る
。
こ
の
言
葉
は
、
臼
井
吉
見

が
昭
和
42
年
３
月
に
中
学
校
で
行
っ
た
講
演

会
で
生
徒
た
ち
に
語
っ
た
言
葉
の
一
つ
で

す
。
安
曇
野
で
志
を
高
く
持
っ
て
学
ん
だ
多

く
の
人
々
は
こ
の
地
は
も
と
よ
り
、
世
界
の

舞
台
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現

在
も
こ
の
先
人
の
作
り
上
げ
た
風
土
や
歴
史

を
継
承
し
、
新
た
な
教
育
・
文
化
・
芸
術
と

共
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
安
曇
野
ら
し

い
教
育
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
市

で
は
第
１
次
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定

し
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

計
画
策
定
の
背
景
と
目
的

　
市
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
涯
を
通
じ
て

学
び
合
い
、
高
め
合
い
、
先
人
が
残
し
た
文

化
・
芸
術
を
守
り
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
郷
土
へ
の
愛
着
を
持
ち
育
ん
で
い
く

こ
と
を
目
的
に
教
育
大
綱
を
定
め
て
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
基
づ
き
幅
広
い
分
野
で
計
画
を

策
定
し
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
よ
る
社
会
構
造
の
変
化
、
そ
し
て
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、

安
曇
野
の
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し

続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
中
で

も
風
化
し
て
い
か
な
い
理
念
を
も
っ
て
教
育

や
学
び
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
各
計
画
を
統

合
し
教
育
大
綱
の
理
念
を
引
継
ぎ
、
教
育
・

子
育
て
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
幸
せ
を

実
感
で
き
る
社
会
へ

　　
こ
の
計
画
で
は
、
人
格
形
成
に
最
も
重
要

で
あ
る
幼
児
期
、
学
童
期
、
青
年
期
の
教
育

と
福
祉
。
そ
し
て
成
人
後
も
学
び
続
け
ら
れ

る
社
会
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
な
ど
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
６
の
基
本
方
針
を
定
め
、

途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
広
義
の
教
育
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
優
れ

た
取
組
を
提
案
す
る
都
市
と
し
て
、
内
閣
府

か
ら
２
０
２
４
年
度
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
に
選
定
さ
れ
た
安
曇
野
市
。
本
計
画
で

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

と
い
う
理
念
を
大
切
に
し
、
性
別
、
年
齢
、

国
籍
、障
が
い
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
一
人
が
幸
せ
と
感
じ
ら
れ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

一人一人が幸せを実感できる安曇野を持続可能な教育で目指します

教育振興
基本計画

令和７年度
（2025 年）

▼
令和 10 年度
(2028 年）

策定第
１
次

基本
理念

・からだを動かし、頭で考え、心に感ずる“未来を拓く たくましい安曇野の子ども”を育みます。
・すべての人が生涯を通じて学び合い、文化・芸術のかおり高い安曇野を目指します。

基本方針１ 基本方針２ 基本方針３ 基本方針４ 基本方針５ 基本方針６

子ども
子育て

学校教育
家庭・地域
との連携

生涯学習 スポーツ 文化芸術

文
化
芸
術
を
育
む
と
共
に
歴
史
・
文
化

遺
産
を
継
承
し
続
け
る
地
域
の
実
現

計画の注目ポイント・具体的な取り組み

   地元に愛着を持ち、ずっと住み続けるために

市内の中学1年生が、地元にある企業などを知
り、そこで働く大人の姿や考えに触れること
で、自らの生き方や働く意味を考える「安曇野
市中学生キャリアフェスティバル」を開催。地
域の大人とのつながりを通じて魅力を発見し、
働くことと郷土への愛着や誇りを育てます。

   文化・芸術がすぐそばにある暮らしを

アーティスト・イン・レジデンスなどを開催し、
市内外の芸術家の創作活動や活躍の場を市内
に作ります。文化芸術活動の活性化を促し、市
民が芸術や文化に親しむ環境を作ります。

SDGs未来都市として、子どもから大人まで途切れることのない教育をあ
らゆる視点から推進し、生涯にわたって持続可能な教育を展開します。

計画書・概要版は学
校教育課・市 HP で
ご覧いただけます

市 HP

   Point1

   Point2

   子どもから大人まで 持続可能な教育環境
   Point3

問学校教育課
℡71-2223

本年度のキャリアフェスティバルは
10/15開催！詳細は８ページをご覧ください。

昨年開催した安曇野アーティス
ト・イン・レジデンスの様子を市公
式 YouTubeでご覧いただけます。

か

子
ど
も
・
若
者
が
健
や
か
に
成
長
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現

郷
土
愛
と
未
来
を
切
り
拓
く
力
を

育
む
魅
力
あ
る
学
校
教
育
の
実
現

学
校
と
家
庭
、
地
域
等
と
の
連
携
に
よ
る

豊
か
な
学
び
と
心
の
育
成
の
実
現

生
涯
を
通
じ
学
ぶ
喜
び
を
実
感
で
き
る

地
域
の
実
現

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
や
体
を

健
や
か
に
育
む
地
域
の
実
現


